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Surgical outcomes of displaced proximal humeral fractures: antegrade intramedullary nail versus locking 

plate (上腕骨近位端骨折の手術成績：順行性髄内釘とロッキングプレートの比較）

（論文審査結果の要旨）

【目的】 上腕骨近位端骨折は高齢者における上肢骨折の中で2番目に頻度の高い骨折である。上

腕骨近位端骨折に対する手術治療の主な固定材料としては順行性髄内釘およびロッキングプレー

トがあるが、日本ではその術後成績を比較した大規模な研究はなく、国際的にも少数の報告がある

のみである。本研究の目的は、上腕骨近位端骨折に対して順行性髄内釘およびロッキングプレート

で手術治療を行った症例の、術後成績を比較検討することである。

【対象と方法】 対象は2008年から 2016年まで上腕骨近位端骨折に対して手術を行った 108例、

順行性髄内釘（以下、 N群） 54例、ロッキングプレート（以下、 P群） 54例を 2-part骨折と 3・4-part

骨折に分けて比較した。内訳はN群は男性 11例、女性 43例、うち 2-part骨折は手術時平均年齢

67歳 (35~91歳）、平均経過観察期間 18カ月 (12~78カ月）、 3・4-part骨折は手術時平均年齢 70

歳 (46~85歳）、 平均経過観察期間 18カ月 (12~64カ月）であった。P群は男性 15例、女性 39

例、うち 2-part骨折は手術時平均年齢66歳 (21~87歳）、平均経過観察期間 19カ月 (12~48カ月

)、 3・4-part骨折は手術時平均年齢 61歳 (20~83歳）、平均経過観察期間 23カ月 (12~114カ月

）であった。調査項目は肩関節自動可動域（屈曲、外旋）、手術時間、術中出血量、および術後合

併症とした。また肩関節自動可動域 （屈曲、外旋）は年代別比較 (65歳未満群、前期高齢群、後

期高齢群）も行った。統計学的検討は Kruskal-Wallistest、Mann-WhitneyU testおよびFisherexact 

testを用い危険率5%未満を有意差ありとした。

【結果】 手術時間や術中出血量に有意差は認めなかった。2-part骨折の外旋はN群がP群より有

意に良好であった。年齢別比較では 3・4-part骨折の前期高齢群での外旋で、 N群はP群より有意

に良好であった。N群およびP群での年齢別比較では、 N群では屈曲は 2-part骨折の 65歳未満群

が前期高齢群および後期高齢群より有意に良好で、 3・4-part骨折の前期高齢群が後期高齢群より

有意に良好であった。外旋は 2-part骨折および 3・4-part骨折の前期高齢群が後期高齢群より有意

に良好であった。P群では屈曲は 3・4-part骨折の 65歳未満群は後期高齢群より有意に良好で、外

旋は 3・4-part骨折の 65歳未満群は他の 2群より有意に良好であった。術後合併症では、骨頭圧潰

は3・4-part骨折で 13例と 3・4-part骨折に起こりやすい傾向を認めた。内反変形は2-part骨折の P

群で 4例と起こりやすい傾向を認めた。

【結語】 N群と P群の術後成績（屈曲・外旋、手術時間、術中出血量）はほぽ同等の結果だった

が、 2-part骨折の自動外旋はN群がP群より有意に良好であった。また高齢になると自動可動域は

悪い傾向にあった。骨頭圧潰は2-part骨折より 3・4-part骨折で有意に多かった。
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